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および植草ほか（2019）にしたがう．標本の3Dスキャン

はArtec Spider（Artec Group, Luxembourg）により行い，ス

キャンデータはArtec Studio 18により処理した．

収蔵機関の略号は以下のとおりである：GMNH，群馬

県立自然史博物館；MNU，リューベック自然環境博物館

（Museum für Natur und Umwelt, Lübeck）；USNM，米国立

スミソニアン自然史博物館（National Museum of Natural 

History, Smithsonian Institution, Washington, D.C.）．

標本の記載

Suborder Odontoceti Flower, 1867

Infraorder Delphinida Muizon, 1984

Family Kentriodontidae Slijper, 1936

Genus Kentriodon Kellogg, 1927

Kentriodon nakajimai Kimura and Hasegawa, 2019

標本：GMNH-PV-3900．吻部および頭頂部からなる頭蓋の

一部．

産地：群馬県高崎市吉井町の鏑川の河床において発見され

た（北緯36度15分48秒，東経139度0分11秒）（Fig. 1）．

産出層及び年代：安中層群原市層．後期中新世最初期．本

標本の産出した層準の下位には馬場凝灰岩が，上位には上

越沢凝灰岩が確認されている（大石・高橋，1990；高橋・

林，2004）．馬場凝灰岩についてOdin et al （1997）は11.26 

± 0.09 Ma（黒雲母），11.29 ± 0.12 Ma（サニディン）の
40Ar-39Ar年代が示唆している．また高橋・林（2004）は上

越沢凝灰岩について後期中新世最初期であることを示唆し

ている．

発見者：髙桒祐司

発見日：2023年1月14日

本標本は吻の後部および脳函部分の背面が保存されてい

る（図2）．頭蓋の保存前後長は199 mmである．わずかに

頭蓋の右上―左下の方向の圧縮変形がみられる．吻部は前

部を欠損するが，保存部により比較的細長い外形であった

と推定される．吻部の保存前後長は92 mm，吻基部の幅は

69 mmである．保存される吻部全体で，背面観において上

顎骨（maxilla）よりも前上顎骨（premaxilla）の内外幅が

広い．

前上顎骨は保存前端において左右が接するが，これは背

腹方向に二次的な圧縮による変形の影響を受けたためであ

る可能性がある．それを除けば，保存される左右の前上顎

骨は全長にわたってお互いに接することなく，吻正中部の

空隙（mesorostral groove）は背側に露出する．背面観で前

上顎骨の幅は吻部ではほぼ同じ幅を保っているが，眼窩前

切痕（antorbital notch）の位置でごくわずかにくびれ，幅

が狭くなる．さらに，その後方で前上顎骨の外縁は緩やか

な外側へ凸の湾曲を呈する．一方で，例えばKentriodon 

hobetsuのような骨鼻孔周辺で外縁が幅広く，比較的強い

外側に凸の湾曲（Ichishima, 1995）は本標本ではみられない．

前上顎骨孔（premaxillary foramen）は眼窩前切痕の位置よ

りわずかに後方に位置する．前上顎骨の後端はこぶ状のふ

くらみが発達し，直接鼻骨と接する．

前述のように上顎骨は吻部全体において背面観で前上顎

骨よりも幅が狭い．吻基部で前上顎骨孔よりやや前方の位

置に背側眼窩下孔（dorsal infraorbital foramen）が前上顎骨

との境界付近に開口する．背側眼窩下孔は左右ともにほぼ

同じ位置に開口するが，孔の大きさは左の方がわずかに大

きい．眼窩前切痕は明瞭に発達し，背面観でV字型を呈す

る．上顎骨は前頭骨の背面を広く覆い，右上顎骨では眼窩

縁付近の上顎骨背面に前後方向に顕著な上顎稜（maxillary 

crest）が発達する．左の当該部位は破損のため不明瞭だが，

少なくとも保存部位では右上顎骨のような顕著な上顎稜の

発達は見られない．K. nakajimaiの標徴形質の一つとして，

右上顎骨での顕著な上顎稜の発達が指摘されており

（Kimura and Hasegawa, 2019），本標本でも同様の形態であ

ると考えられる．腹面観では吻基部の上顎骨腹面に前後方

向に伸びる細長い凹みが発達し，この構造は翼状骨洞の前

葉窩（fossa for anterior sinus）の可能性がある．同様の構

造はK. nakajimaiでも確認される（Kimura and Hasegawa, 

2019）．なお，保存される上顎骨では歯槽は確認されない．

本標本では翼状骨洞（pterygoid sinus fossa）は眼窩前切

図1．Kentriodon nakajimai （GMNH-PV-3900）産出地点位置図．
電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成（「富岡」及び「高崎」
を使用）．
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図2．Kentriodon nakajimai，GMNH-PV-3900，頭蓋，3Dスキャン画像．背面観（A），腹面観（B），右側面観（C）．スケールは5 cm．
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痕の位置よりもかなり前方まで長く伸び，その前端は細く

尖る．K. nakajimaiでも同様の形態が観察され，これはK. 

nakajimaiの標徴形質の一つとされている（Kimura and 

Hasegawa, 2019）．

鼻骨（nasal）は左右ともに保存されており，背面観で

左右対称である．背面観で鼻骨の背面は正中がくぼみ，左

右それぞれの鼻骨背面は強く背側に凸面をなす．K. 

nakajimaiでは鼻骨背面の形態は変異がみられ，本標本と同

様の形態はK. nakajimaiの一部の標本（GMNH-PV-91およ

び95）で確認できる（Kimura and Hasegawa, 2019）．本標

本では鼻骨の前外側部に明瞭な背腹方向の欠刻が発達す

る．同様の形態は例えばKentriodon pernixやK. nakajimaiで

もみられる（Kellogg, 1927；Kimura and Hasegawa, 2019）．

前頭骨（frontal）は右前頭骨が良好に保存されている．

前頭骨の眼窩上突起（supraorbital process of frontal）の背面

は上顎骨に覆われ，背面観で眼窩縁は内側に凹む．眼窩前

突起（preorbital process）は背腹方向に厚い．眼窩後突起 

（postorbital process）はそれに比べて小さい．腹面観では翼

状骨洞の眼窩前葉窩（fossa for preorbital lobe of pterygoid 

sinus）は大きく発達する．背面観で左右の鼻骨の間に前

頭骨が露出する．前頭骨と鼻骨の縫合は不明瞭であるため

背面観での前頭骨の形態は不明瞭であるが，K. nakajimai

でみられるような三角形状を呈していたと推定される．頭

頂部において前頭骨の後方には上後頭骨（supraoccipital）

がわずかに保存されている．

議論

本標本では背腹方向の二次的な変形の影響を除けば頭頂

部は左右対称であったと考えられるとともに，左右の前上

顎骨は後端部がこぶ状になり，ともに直接鼻骨に接する．

また，鼻骨の前面では背腹方向の欠刻が発達している．こ

のような鼻骨前面における欠刻の発達はすべてのケントリ

オドン類でみられるわけではないが，K. pernix （例えば

USNM10670）やK. nakajimai （例えばGMNH-PV-3244），K. 

hoepfneri （MNU-071/18），Brevirostrodelphis dividum

（USNM7278）など多くのケントリオドン類で確認される

（True, 1912；Kazár and Hampe, 2014；Kellogg, 1927；Kimura 

and Hasegawa, 2019など）．さらにケントリオドン科の中で

も本標本は次のようなK. nakajimaiのみでみられる特徴的

な形態的特徴の組み合わせが確認できる：翼状骨洞の眼窩

前葉窩が大きく発達する；右の上顎稜が非常に強く発達す

る；眼窩前切痕が明瞭に発達する；翼状骨洞が眼窩前切痕

の位置よりもかなり前方まで伸び，その前縁は細く尖る；

前上顎孔より後方において前上顎骨の外縁は背面観でほぼ

直線的であり，強く外側に凸の外形を呈しない；鼻骨は背

面観で三角形状で，左右の鼻骨の間に前頭骨が露出する．

このことから本標本はK. nakajimaiであると判断される．

前述のように本標本が産出した地点のごく近隣からはK. 

nakajimaiのパラタイプ（GMNH-PV-3245）が産出しており，

層準的にもほぼ同じであると考えられる．本標本はK. 

nakajimaiの8個体目の記載された標本となる．

Kimura and Hasegawa （2019）では7個体のK. nakajimaiを

報告している．今回の標本の大きさをそれらの標本と比較

すると，本標本で計測可能である吻基部幅による比較で

は，前述のように本標本では69 mmであるのに対して，

Kimura and Hasegawa （2019）で報告された個体では60~88 

mm（ただし変形の著しいGMNH-PV-1010を除く）であり，

本標本は既知の標本の中では比較的小型の個体であるとい

える．

前述のようにK. nakajimaiでは鼻骨が背面において中央

が強くくぼむ個体とくぼみが弱い個体の両方が存在してい

る．本標本と最も大きさが類似するGMNH-PV-95（吻基部

幅：74 mm推定値）では本標本と同様に強くくぼんでいる

一方で，本標本でみられるような強いくぼみが確認されな

い個体はいずれも比較的大型の個体である（GMNH-PV-3244, 

吻基部幅79 mm；GMNH-PV-3245，吻基部幅88 mm；GMNH-

PV-832，吻基部幅81 mm）．このことは鼻骨背面の形態の

変異は成長段階に起因する可能性も考えられる．しかし，

同様に鼻骨背面が強くくぼむもう一つの個体（GMNH-

PV-91）は既知の個体の中では比較的大型の個体（吻基部

幅：84 mm推定値）であり，頭蓋の大きさと鼻骨背面のく

ぼみの関係性は不明瞭である．また，Kimura and Hasegawa 

（2019）で報告されたK. nakajimai標本のうちで最も小型で

あるGMNH-PV-833（吻基部幅：60 mm）では鼻骨が欠損

するため，鼻骨背面の形態は不明である．したがって現時

点ではこのような形態変異について詳細な議論を行うこと

はできない．今後，より多くの化石の発見による情報の蓄

積によってこのような変異についてのより詳細な議論が可

能となるであろう． 
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